
淀川下続水域の生態区分
一Planktonと水質の関係ー

水野寿彦・藤下英也

響は全く見られない。しかし乍ら、との水域に存在す
る閉鎖流水にも、上流よりの流水量が繕加した時に

棚、河口等のような汽7岡山跡蜘、海水の| 比一時的問流水が侵スする所もある。

緒 言

混合の度合により、その含有する塩分の濃度を異にし
ている。従って、そこに適応した各種の生物が生活
し、生態学上極めて興味深い所である。

調査方法

調査は鳥飼大橋より河口に至る約17kmの水域、但
筆者等は、 Plankton の塩分濃度に対する適応限界| し分慌点より下流では新淀川において行われた。河口
を知る研究の一部として、昭糊O年 7 月から同年12月| より 2 - 3 k mの間隔で 7地点を選び、河疏水を 1 -
にわたり、淀川下流水域における Plankton の組成と I 7 のようにアラビア数字、閉鎖流水を 1 -羽のように
水質ー特に塩分濃度との関係を調査したので、ここに| ローマ数字で第I図に示した。
報告する。 I 採71<及び Plankton の採集は、すべて河岸より干潮
本文にA るに先だち、塩分濃度の測定その他に援助| 時と精液時とを区別して行ったが、精液時の調査は時
下さったチヒ阪市衛生試験所の小竹・宇野・橋京各按| 期的に多少ずれがあるので、木報告からは省略する。
師、並びに Medusaの同定lC当って種々御教王手賜った| 叉、調査資棋は全て表層71 < から得られたものである。
北海道大学教授内田亨博士に謝意を表する。

調査水織の概要

淀川は琵琶湖から流出する宇治' J l ¥ と、木津川及び径
JIIの三大支流の水を集め、大阪湾に至る約 80kmの河
川で、河口より約 10kmの地点で、その放水路として
作られた彩悦川と分官乏している。叉、河岸には71<flillに
よって堰止められた所諮閉鎖流水が多数存在する。
潮汐の影響は、河口より約 9 k mの地点にある長柄
僑よりも下流において顕著に現われ、翻の子議時で通
常数 10cmの水位変動が見られる。荷車ま時には水位の
上男・にともない、直接河流水が閉鎖流水に侵7¥する。
この水域の表層水は、千海江時よりも満海時において、
その saIinity が高い。一方、長約橋より上流の71<:械に
おいては、 ζの橋下に堰がある為、満産主時といえども

U4fl 
第I図淀川下流水域の調査地長

調査結果

1  . 水質
第I表は調査水減における71 < の主な溶存化学成分の

下流の71 < が上流へ侵λすることがないので、潮汐の影| 分析結果である。

5 2 i t l  Date l H 0 1 1 4 2 5 % | P E I | C l  l s i O B I S 0 4 t Y P I C a  l F e l P  l m r N I N O A  

I N o v . 1 4 1 3 . . 1 3 . 7 . . 1 1 . 6 . 9 5 5 0 1 i 1 0 . 0 . 2  7 1 0 . 0 4 0 . 3  
2  1 "  1  11.4515.8， 12.517.5， 7.51 1  10.0: 4.50i 10 6' 0.2， 0.071 0.3 

4  1  f/ 1  13.35.16.0. 13.0: 7. 、 3.21130.0: 9.951 125.2， 0.20.01>1 0.301 0.5 
5  12111.15.14.0， 12.5，7.13300.0， 3.0: 360.01 12 由 4 a 9 0 3 2 49  0  0 1 0 -却 0.5
6  1 "  112.15，]5.31 15.0: 7.8，6850.0: 3.01340.01 21.961896.0: 0.20.01>1 0.301 0.5 
7  1 "  1  13.30J5.5! 15.517.8:8075.0: 3.61520.01 21.491910.0 0.2i 0.301 0.5 
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I  
E  "  1  12.001 1  13.01 7.61 7.5 
E  12.45114.01 11.01 7.21 20.0 
W  "  1  13.2011日山 7.2120見。

鍔 I表水質分析結果 出現している Brachionus plicatilisは、 M A SH 1K O
本調査において主体とするCl量は、通常、淡水溜池 I (1952) によると Cl量 1 gjl 以下の水域では援息し得
等で見る30mg/l以下を示すのは、河流水域でSt.3.閤! ないという、麟水性の代表種である。同じ St. lV は
鎖流水域で St. l I I までである。長柄橋より下流、即ち| に、海産沿岸性の Oithona nana やフジツボの Nau'
St.l V及び St.4 より下流は、海水の影響を受けて 1000 I  pliusが可成り出現した。注目すべきはこのSt. lVで10
mgjl以上となり、その差が顕著に現われている。従| 個体余りの Moerisia sp. を発見したことである。添
って、長柄橋を境として淡水域と汽水域に分けること| 種は1949年10月、初めて東京で発見された汽水産の
が出来るであろう o しかも、 Cl量は河口にいくに従つ Imedusa と同種と恩われる珍らしい種であると、内田
て急E設に増大し、 St.7では8075mgjlに達している。 I教授より同定された。これについては別に報告する予
その他、 S04とCaはいずれも長柄橋を境として、上涜| 定である。
と下流とではその溶存量の差異は顕著で、後者におい I (2) 河疏水における Plankton の組成
て著しく増加している o これらも朗らかに海水の影響| 採集された Plankton の種類は、 Phytoplankton32
を受けていることを示すものである。 I種類、 Zooplankton1街霊類、合計-46種類であった。
N H4- N、N O s - N、及び K M n O- l 消費量も下流にい Phytoplankton の中、淡水性の主なものは、緑欝
くに従い、その溶存量は培加しているが湾I ftl史的であっ| 類の Pediastrum Biwae 珪藻類の Melosira solida， 

¥ て、前述のものとはその原因を異にするものと恩われ IM .  italica， M .  varians. 藍藻類の Oscill atoria 
る。 Isp. 等である。これらはすべて汽水域 St.4 におい
以よのことから、長柄橋を境として、よ流の淡水域| ても見出され、殊に Pediastrum Biwae と Melosira
下と流の汽水域とが、明確に区別されていることが知 variansはSt.6にまで達している。根来 (1954) によ
られた。 Iると、 Melosira solida は述調では琵琶湖のみに広く
11. Plankton 分布し銭産する麟買である。また海産沿岸性の主なも
ω 閉鎖動kにおける Plankton の組成 | のは、S keletonema costatum， C haetoceros decipie 
採集された Plankton の種類は、 Phytoplankton I  ns， Eucampia zoodiacus， Rhizosolenia sp. Ditylum 
33 種類、 Zooplankton28 種類、合計61種類であっ Isol 等の陸海類で、すべて河口より St.4にまで達して
た。 Iいる。一方 Zooplankton は、種類数が少ないばかり
Phytoplankton の中、会水域にわたって出現して| ではなく量的にも少ない。海産沿岸性の Ceratium tr 
いる種類は、 Pediastrum Biwae 及び、その 2変種即 Iipos. C. macroceros， C. minor， Calanus tenuicornis 
ち var. triangulatumとvar. ovatum である。叉、漉| 等は、本水域中で最も塩分の高い河回附近に限って、
水域 St. 1  -St. l I I には出現しているが、汽7. 1 < 誠には出| 出現しているのが目立つ。また適応範囲の広いと恩わ
現を見ない種類は、 Eudorina elegans， Pediastrum 
duplex var. gracillimum， Scenedesmus quadricaud 

れる Oithona nana は河口から St.4にまで達し、一
方 Eodiaptomus japonicus は上流から St. 4 にわた

a， Melosira itaIica及びAnabaena sp. である。これに E

| って出現がみられる。その他淡水性の Plankton は、
反して、汽水域である St. lV にのみ出現して、淡水域|

| 極めて少数のものが部分的に出現するに過ぎない。には全くその出現をみない種類は、 Microcystis sp. I  
Nitzschia seriata， Chaetoceros decipiens， C haetoce I  者 察
ros curvisetus， S keletonema costatum 及び Bidd 1  
吻 hia sinensis である o この中、 Micr町 S伽 sp.を | 淀川は河口が広く深度も均較的大であるから、下流
除いて他は全て海産沿岸性の麟類である。 I7. 1 < 援の叫nity は相当高くあってよいのであるが、
一方 Zooplankton中、 St. 1  -St.IVの全水械に出現| 通常、上流よりの制告が可なり豊富なる為に、ア流
したのは Cyclops vicinus で、叉、量的に最も多かっ| 水域はその河口附近を除いて、割合に車重度のI低い汽水
たのは論虫類である o 就中Brachionus calyciflorusは 1;域となっている。しかるに長柄橋下 (St.3 とSt.4の
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間) には壌があって、満潮時といえども海水の侵A . に| 境条件の関係について、の概絡をそ述べた。しかし乍
よる影響は、これより上流に及ぼされない。従って、 | ら河流 Plankton は、流水量の増滋その他の水理上の
淡水域と汽水域とが関確に区分されていることは特色 1;変化に著しく安田せられ、従ってその消長は常に同じ
といえるであろう。 I傾向を表わすとはいえないから、今回の資桝のみを以
との水域における Plankton にも、上述の関係から| て、 Plankton の塩分濃度に対する適応能力に言及す

大体ニ様の生態区が見られる。即ち、 St. JI[ /Jl..ぴ St.3 I ることは出来ず、今後の調査にまたなければならな
より上流は淡水位、 St.IV 及び St.4 から河口に至る| い。
Cl 1 - 8 g / 1の氷按は、海産沿岸性または汽水性とい
う相に分けられる。前者即ち長柄橋より上流の水域
<St.I -11[及びS t . 1 - 3 )における Plankton組成は、
琵宮間及びその他の流ス河JIIにより運びこまれた淡水
性のものによって構成されており、海産沿岸性のPlan
kton は金〈見られな. い。洞流水及び閉鎖流水のいず
れにも比較的多量に見曲される種類には、Pediastrum'

琉の水域は St.lVと St.4-5、及び S t . 6 - 7 とに細
分され得るであろう。まず前者即ちSt.lVと St.4-5
には淡水性 Plankton の中、下流の汽水域へ運び流さ
れて一時的または半永久的に生容すると考えられる
Pediastrum. Melosira， Osci1latoria 及び Cyclops vi 
cinus 等がある。 Pediastrum が琵琶湖より制11を経
て大阪湾に多量に運び流されていることは、既に根来
(1954) によって報告されている。また比較的極度の
低いP J r まで広い適応性を有する PhytoplanktonのSk
eletonema costatum， Chaetoceros decipiens， Rhiz 
osolenia SP.l， Ditylum so1.， Eucampia zoodiacus及
びZ ooplankton、の Oithona nana がここまで出現
し、その上、汽水性のB iddulphia sinensis.， Nitzsc 
hia seriata等の陸藻類、及び Brachionus plicatilis.， 
Moerisia sp.等が加わるので、その Plankton相は他
の地点よりも豊富な部分となっている占最も融皮の高
い河口附近は種類が著しく限られてしまう。即ち淡水
位 Planktonは消滅し、潟産沿岸性のC eratium trip 
os， Ceratium macroceros. 及び Calanus tenuicorn 
isのみとなって、出現する種類は極めて少なくなって
しまう。
全般的にみて、 Phytoplankton は河疏水及び閉鎖
疏水のいずれにおいても、種類数は余り変らないが量
的には可成りの差異が見られる。一方Z ooplanktonで
は、種類数及びその量共に比較にならない程、河流水
の方が少ない。これは閉鎖流水が河流水と異なり、非
常に安定した停滞状磁にあるという環弱条件によるも
のであると思われる。このことは潜水時でも直接的な
河流水の侵λをみない St. J I [ において、他よりも圧倒
的に種額数が多く、また主主的にも豊富であることが示
している。 I
以上、淀川下流水域における Plankton の組成と環|

要 約

1 . 本文は各種塩分濃度の7 .1<践における Plankton
の組成を主眼として行われた淀川下流水域の
7 月-12月の調査結果である。

2. 淀川下流水被は、その71 < の溶存成分特に CI、
S04. Ca からも、また Plankton の組成から
も、長柄橋を境としてその上流の淡水域と、下
流の汽水被とを関確に区別するととが出来る。

3. 長柄橋より主流の水域における Planktonは、
すべて淡水性のもので海産沿岸性のものの出現
をみない。

4 . 長柄橋より下流の水域では、淡水性及び越; ，1 <1生
Plankton の混成水域と、海産沿岸性の Plank
ton を主体とする水域とに分けることが出来
る。前者則ち St.l V 及び St.4-5 は、淡水性
Planktonの流A . 、海産沿岸性Planktonのうち
広適応性のものの侵A . 、及び汽水位 Plankton
が混在し、豊富な相を示している。後者即ち
St.6 - 7は、海産沿岸性Plankton の一部に限
られて、貧弱な相を呈している。

5. St . l V において、汽水性 medusaの童各種 Moer・
isia sp. が発見された。
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1  .Pediastrum Biwae 2  .P. B. var. triangulatuim 3  .P. B. var. obatum 4  .Scenedesmus quadricauda 
5  .Eucampia zoodiacus 6. Skeletonema costatu!U 7. Chaetoceros decipiens 8. DitylumsoI 
9  .Biddulphia sinensis 10.Ceratium tripos 1l .C. macroceros 12.Moerisia sp. 13.KeratelIa  cochlearis 
14. K. quadrata 15. Bracoionus calyciflorus 16. B. plicatiIis  17. B. fa!catus 18. Pompholyx sulcata 
19.Bosmina Iongirostris 20.Eodiapomus japonicus 21 . 合第 5 脚
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